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➭  
  多賀大社御書物目録（多賀社文庫1） 

 書籍を集める 
   ～江戸時代の宮司家の場合～ 
多賀神社（現山口市）の大宮司高

橋家は、江戸時代に蔵書を充実させ、文

庫を形成しました。特に精力的に活動し

た高橋有文（当主在任期間1781～

1832）の集書活動を紹介します。 

《多賀社の蔵書》 

有文はどれくらいの数の書物を集めたの

でしょうか。それを知る手掛かりのひとつが、

「山口多賀大神宮御文庫書目」（県庁

伝来旧藩記録967）です。 

萩藩は、領内の主立った寺社に対し

て、住職や宮司の代替わり時に財産目録

を提出するよう求めました。多賀社もこの

例に従っています。この資料は、有文に代

替わりして30年後の文化8年（1811）

の書物目録と、有文から代替わりをした後

の天保5年（1834）の書物の目録の写

とをひとまとめにしたものです。文化の目録

については、多賀社側の控も残っています

（上写真）。 

文化の目録には481件1189巻が、天

保の目録には383件912巻が収載されて

います。天保の目録は、文化の目録提出

後に増えた分だけを載せていますので、両

目録の合計、864件2101巻が有文まで

に集められた書物の概数と考えられます。 

ただ、寛政9年（1797）にも書物の

目録が作成されています（「多賀大神宮

諸控総目録」〈多賀社文庫739〉内什書

目録）。これは有文までの4代で入手した

分として48件の書物を載せ、文化の目録

と20件ほど重複しています。この20件が有

文以前に入手したものだとしても、800件

以上の書物が有文の代に集められたとい

えるでしょう。 

《書物の調達方法》 

多賀社の蔵書は、現在、当館多賀社

文庫と、県立山口図書館多賀文庫に引

き継がれています。これらの書物や目録の

記載を見ると、印刷出版された本を買うだ

けでなく、他所から借りて、全部あるいは一

部を書写して集めていたことがわかります。 
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山口多賀大神宮 

御文庫書目 

（多賀社文庫2） 

多賀社文庫には有文が作

成した蔵書目録が２種類あ

ります。ひとつは文化の目録

の控、もうひとつがこの写真の

目録です。 

こちらは普段使い用のよう

で、文政7年（1824）の作

成後、何度か更新され、書

籍と共に近隣へ貸し出されて

いました。 

有文も他家の目録を写し

ており（同333）、蔵書家

間の交流が窺えます。 
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 右の写真は、文化8年の序を持つ、堤朝風編・英遵

補定の『近代著述目録』の抜書です。筆跡から有文が作

成したものとみられ、“ほしいものリスト”のような位置付け

だったようです。 

ここに掲出されている『花押叢（薮）』（丸山可澄

編）や『日本百将伝抄』（林鵞峰編）は、前頁柱で紹

介した文政の目録に収載されています。共に「印」と注記

されており、板本を購入したのでしょう。 

同じく掲出されている『万世雲上明鑑』（速水房常

編）の抜書が、山口図書館多賀文庫内に残っています

（W175.2/A）。天保の目録や文政の目録にも抜書と

して収載されていますので、有文はどこかから借りて必要

箇所を書写したのでしょう。 

《書籍代は経費…？》 

蔵書を増やす上で問題となるのが購入費用です。 

文化の目録481件中、写本の注記があるものは306

件です。ということは、有文が当主になってからの30年間

で150件以上を購入したと考えられます。当時の新刊本

は、例えば『伊勢物語』全２冊が銀1匁8分ほどで、串団

子（5～6文）の約32倍ということを考えると（『近世賃

金物価史史料』）、決して安い買い物ではないでしょう。 

そこで興味深いのが左の資料です。これは、文化4年と

文政6年に、神学（神道）関係の書籍を購入したいけれ

ども財政状況が厳しいため、藩に上納する米代の免除を

有文が願い出た際の沙汰書の写の綴です。 

多賀社は藩主等の祈祷を任されており、研鑽のために

必要だとしています。神道を以て奉仕するのだから、そのた

めの出費に配慮してほしいということでしょう。実際、多賀社

の蔵書には神道・国学関係のものが多く含まれます。工夫

をしながら書物を集めていたことが窺えます。 

神学稽古神書買得御沙汰物写（多賀社文庫1187） 

近代著述目録（多賀社文庫1420） 
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